




　新型コロナウイルスワクチ
ンの３回目接種実施に必要な
経費の計上

　小・中学校への国・県の補
助事業を活用した感染症対策
物品（サーモグラフィー（非
接触型自動体表面温度計測装
置）他）の購入費が主なもの

381万円

639万円

予防費

学校管理費

　有害鳥獣の駆除期間の延長
及び報奨金単価の増額による
有害鳥獣駆除事業補助金の増
額及び農家への鳥獣被害防止
のための電気柵設置に対する
鳥獣被害防止総合対策事業交
付金の計上が主なもの

　二渡自治会の備品（放送機
器，発電機，照明機器他）購
入に対するコミュニティ助成
事業補助金の計上が主なもの

143万円

195万円

農業総務費

地区公民館費

　特定防衛施設周辺整備事業
臨時配分追加による町道等整
備工事費（堀ノ原永山線改良
工事）の計上

730万円

防衛施設整備費

　公営住宅等の入居者の増加
及び老朽化に伴う修繕料の増
額が主なもの

489万円

　利用者の増加に伴う障害児
通所給付等扶助費の増額が主
なもの

986万円

児童福祉総務費

住宅管理費

　川添荷返遺跡の現存状況と
範囲を把握するための確認調
査を実施するために必要な経
費の計上

127万円

文化財保護費

: 令和 3 年度計画区間
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こんなことが決まりました
議　　案 提案理由等 議決結果

承 認
第 7 号

専決処分の承認を求めること
について（令和３年度湧水町
一般会計補正予算（専決第４
号））

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５７万５千
円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ
７９億２３０８万５千円とするもの

承認
全会
一致

同 意
第 4 号
第 5 号

農業委員会委員の任命につい
て

農業委員会の委員の欠員に伴い，湧水町鶴丸　萩原とよ子
氏，同木場　上水流政俊氏を農業委員会委員に任命したい
ため，農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定によ
り議会の同意を求め任命しようとするもの

同意
全会
一致

議 案
第 4 4 号

湧水町過疎地域持続的発展計
画の策定について

過疎地域の持続的発展に必要な事業を総合的かつ計画的に
実施する湧水町過疎地域持続的発展計画を策定したいた
め，過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第８
条１項の規定により議会の議決を求めるもの

原案 
可決

全会
一致

議 案
第 4 5 号

湧水町工場立地法地域準則条
例の制定について

工場立地法（昭和３４年法律第２４号）で定める敷地面積に
対する緑地面積等の割合について，地域の実情を考慮して
緑地面積等の割合を緩和した地域準則条例を制定しようと
するもの

原案 
可決

全会
一致

議 案
第 4 6 号

湧水町中央公民館の設置及び
管理に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

吉松中央公民館交流ハウスを湧水町中央公民館の附属施設
とし管理するため，所要の改正をしようとするもの

原案 
可決

全会
一致

議 案
第 4 7 号

湧水町過疎地域産業開発促進
条例の一部を改正する条例の
制定について

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法（令和３
年法律第１９号）の施行に伴い，所要の改正をしようとする
もの

原案 
可決

全会
一致

議 案
第 4 8 号

湧水町城山福祉センターの設
置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例の制定につ
いて

施設の現在の利活用状況に伴い，所要の改正をしようとす
るもの

原案 
可決

全会
一致

議 案
第 4 9 号

湧水町シルバーケアセンター
の設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例の制定
について

湧水町シルバーケアセンターの温泉営業を停止するため，
所要の改正をしようとするもの

原案 
可決

賛成
多数

議 案
第 5 0 号

湧水町国民健康保険条例の一
部を改正する条例の制定につ
いて

健康保険法施行令等の一部を改正する政令（令和３年政令
第222号）が公布され，湧水町国民健康保険条例の一部を改
正する必要が生じたため，所要の改正をしようとするもの

原案 
可決

全会
一致

議 案
第 5 1 号

湧水町国民健康保険税条例の
一部を改正する条例の制定に
ついて

全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法
等の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備等に
関する政令（令和３年政令第253号）が公布されたことに伴
い，湧水町国民健康保険税条例の一部を改正する必要が生
じたため，所要の改正をしようとするもの

原案 
可決

全会
一致

議 案
第 5 2 号

令和３年度湧水町一般会計補
正予算（第５号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６５２７万６千
円を追加し歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ
７９億８８３６万１千円とするもの

原案　
可決

全会　
一致
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議　　案 提案理由等 議決結果

議 案
第 5 3 号

令和３年度湧水町一般会計補
正予算（第６号）

歳入歳出それぞれ１億６７１２万５千円を追加し歳入歳出
予算の総額を歳入歳出それぞれ８１億５５４８万６千円と
するもの

原案　
可決

全会　
一致

議 案
第 5 4 号

令和３年度湧水町国民健康保
険事業特別会計補正予算 （第
２号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５２６４万
円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ
１５億７０２万円とするもの

原案　
可決

全会　
一致

議 案
第 5 5 号

令和３年度湧水町介護保険事
業特別会計補正予算（第３号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２１４３万３千
円を追加し歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ
１４億４６６７万８千円とするもの

原案　
可決

全会　
一致

諮 問
第 ２ 号

人権擁護委員候補者の推薦に
ついて

人権擁護委員の任期満了に伴い，人権擁護委員法第６条第
３項の規定により，湧水町稲葉崎　植林伸洋氏を推薦しよ
うとするもの

適任
全会　
一致

議 案
第 5 6 号

令和３年度湧水町一般会計補
正予算（第７号）

歳入歳出それぞれ７３０万円を追加し歳入歳出予算の総額
を歳入歳出それぞれ８１億６２７８万６千円とするもの

原案　
可決

全会　
一致

◆賛否の分かれた議案
○は賛成，●は反対　　※議長のため，賛成・反対に参加しない

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

氏　名

議　案

田
原　

寛
文

成
相　
　

大

中
原　

和
見

宗　
　

照
夫

小
川　
　

忍

久
留
須　

修

中
村　

和
博

橋
元　

義
嗣

吉
永　

義
和

森
山
マ
ス
ミ

境
田　

公
明

仮
屋　

良
二

議 案 第 49 号 ○ ○ ○ ○ ● ● 〇 ○ ● ● ○ ※

提 案 内 容
湧水町シルバーケアセンターの温泉営業を停止するため，同施設の設置及び管理に関する
条例のうち，施設利用料金に関する部分から入浴施設の利用に関する記載を削除しようと
するもの

少 数 意 見 温泉営業は「休止」とし，条例の改正は不要とする

「吉松駅営業体制等に
　　　　　関する要望書」を提出
「吉松駅営業体制等に
　　　　　関する要望書」を提出
　昨年１２月に，JR九州鹿児島支社吉松運輸センター運転士一同　共同
代表　村岡良一，谷川常水両氏より，「肥薩線・吉都線存続による地域活
性化を実現するための要望書」が議会に提出されました。これを受けて議会では，「吉松駅営業体制等に関す
る要望書」を作成し，明けて１月６日に九州旅客鉄道株式会社鹿児島支社に訪問し，仮屋良二議長から中村裕
之鹿児島支社長に要望書を提出しました。要望した内容は，以下のとおりです。
〇吉松駅の営業体制の維持・継続について
　吉松駅は，吉都線・肥薩線を接続する重要な拠点駅であり，これまで吉松駅を中心に鉄道の町として栄えて
きたことから，地域の活性化とその重要性を御理解いただき，今後も現在の営業体制（営業窓口並びに吉松運
輸センター）を維持・継続していただきますようお願いいたします。
〇肥薩線（吉松駅－人吉駅間）の早期運行再開について
　観光客誘致等による沿線活性化と運休区間軌道敷の雑草の繁茂等による環境悪化を抑制するため，肥薩線の
運休区間となっている吉松駅－八代駅間のうち，吉松駅－人吉駅区間を先行させての，早期運行再開をお願い
いたします。
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町政を問う 5 人が質問

◆一般質問目次◆
ここが知りたい !!
 　ここが聞きたい !!

小川  忍議員

中村　和博議員

吉永  義和議員

・農業振興について	
・組織改革について	
・霧島くりの工業団地の
有効活用について

・町が設置した看板の適
正管理について	
・過去の質問のその後に
ついて
・次期副町長の選任につ
いて

・霧島ジオパークの取り
組みと今後の方針につ
いて
・公有財産の管理につい
て

P ７

P ８

P ９

田原　寛文議員

久留須　修議員

・観光振興について

・普通財産の処分に関す
る方針について
・行政組織機構について

P10

P11

一 般 質 問
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今
年
の
稲
作
は

長
雨
と
病
害
虫
の

影
響
で
昨
年
よ
り
減
収
と
な
り
、

米
価
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
千
円
以
上
大
幅
に
下

落
し
て
生
産
者
は
落
胆
の
色
を

隠
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の

様
な
状
況
が
続
け
ば
離
農
者
が

予
想
さ
れ
、
今
後
一
番
の
課
題

で
あ
る
荒
廃
地
や
鳥
獣
被
害
等
、

本
町
の
基
幹
産
業
や
行
政
運
営

に
も
大
き
な
影
響
が
出
る
と
思

わ
れ
る
。
今
回
は
特
別
救
済
措

置
と
し
て
減
額
補
償
で
窮
地
を

救
う
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

今
回
の
米
価
下

落
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
需
要
が

減
り
、
ま
た
、
売
上
げ
が
減
少

し
た
農
林
事
業
者
に
国
も
支
援

を
検
討
し
て
お
り
、
そ
の
動
向

を
注
視
し
町
独
自
の
支
援
等
を

検
討
し
ま
す
。農

家
が
担
っ
て

い
る
役
割
は
土
地

の
利
活
用
は
勿
論
の
こ
と
、
雇

用
・
経
済
と
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
る
。
そ
れ
が
離
農
や
縮

小
と
な
れ
ば
自
然
災
害
の
要
因

と
な
り
、
町
に
と
っ
て
は
負
の

財
産
が
多
く
な
り
、
全
体
的
に

衰
退
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
ど
う
か
。

農
家
の
負
担
軽

減
に
な
る
よ
う
、

支
援
計
画

を
た
て
早

め
に
対
応

策
を
検
討

し
、
今
後

の
農
業
推

進
に
努
め

ま
す
。

近
年
の
社
会
情

勢
や
自
然
現
象
に

よ
っ
て
儲
け
が
出
な
い
営
農
と

な
り
、
高
齢
者
等
は
先
を
懸
念

し
て
離
農
を
考
え
、
若
者
世
帯

は
規
模
拡
大
し
た
く
て
も
農
業

機
械
が
高
価
で
あ
る
た
め
、
小

規
模
的
な
現
状
維
持
と
営
農
意

欲
が
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
の
状
況

を
ど
の
様
に
考
え
推
進
し
て
い

く
か
。
ま
た
強
い
農
業
と
稼
げ

る
営
農
に
つ
い
て
ど
の
様
な
実

践
計
画
で
農
業
振
興
に
取
組
ん

で
い
る
の
か
。生

産
性
の
向
上

や
販
路
開
拓
、
収

益
性
の
高
い
経
営
の
確
立
が
重

要
で
あ
り
、
農
地
集
約
や
農
業

機
械
等
の
導
入
に
よ
る
経
営
の

効
率
化
・
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推

進
の
ほ
か
農
業
災
害
等
の
リ
ス

ク
へ
の
対
応
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。
基
幹
産
業
の

畜
産
・
水
稲
・
白
ネ
ギ
の
産
地

と
し
て
生
産
量
の
維
持
・
拡
大

を
図
っ
て
い
く
た
め
、
国
や
県

の
補
助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら

推
進
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

令
和
４
年
度
は
町
予
算
で
農
業

機
械
導
入
の
一
部
助
成
を
検
討

し
ま
す
。

平
成
４
年
度
か

ら
工
業
団
地
計
画

約
74 

ha
の
用
地
買
収
が
さ
れ
、

現
在
ま
で
26
年
間
、
何
の
進
展

も
無
く
荒
地
と
化
し
て
い
る
が
、

あ
の
現
状
を
ど
の
様
に
感
じ
、

い
つ
ど
の
様
に
活
用
す
る
の
か
。

県
は
工
業
団
地

目
的
で
約
74  

ha
中

96
％
買
収
済
、
約
３ 

ha
が
未
買

収
で
あ
り
ま
す
。
有
害
鳥
獣
被

害
等
で
周
辺
農
地
等
に
迷
惑
を

か
け
て
苦
慮
し
て
い
る
現
状
で

す
。
県
も
企
業
誘
致
し
て
い
ま

す
が
活
用
の
目
途
は
立
っ
て
い

ま
せ
ん
。

自
主
財
源
に
乏

し
い
本
町
の
財
政

計
画
と
し
て
、
県
の
土
地
を
買

収
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
に
活
用
し
、
本
町
の
財
源
収

入
に
充
て
る
か
、
町
内
全
世
帯

に
格
安
で
の
売
電
計
画
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。用

地
取
得
と
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
設
整
備
に
膨
大
な
費
用

が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

財
源
確
保
が
問
題
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
し
か
し
費
用
対
効
果

に
つ
い
て
は
、
今
後
研
究
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

県
が
動
か
な
け

れ
ば
、
町
が
し
っ

か
り
と
し
た
土
地
利
用
計
画
を

立
て
て
、
県
を
動
か
す
行
動
を

起
こ
す
事
が
大
事
で
あ
り
、
買

収
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
借
地
で

計
画
し
て
町
民
に
還
元
で
き
る

事
業
を
活
か
し
、
今
後
は
維
持

費
が
か
さ
む
事
業
等
は
精
査
し
、

将
来
本
町
を
担
う
世
代
に
負
担

を
か
け
な
い
行
政
運
営
を
目
指

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

借
地
で
事
業
実

施
が
出
来
て
、
さ

ら
に
住
民
に
還
元
で
き
れ
ば
、

地
域
活
性
化
に
も
期
待
出
来
る

素
晴
ら
し
い
大
き
な
事
業
で
あ

り
、
費
用
対
効
果
の
面
で
も
十

分
検
討
す
る
べ
き
課
題
と
考
え

ま
す
。

小川　忍 議員
米価の減額補償について

町
長

町
長

問

町独自の補償，支援を検討町
長

問

町
長 問

町
長

強
い
農
業
・
稼
げ
る
営
農

に
つ
い
て

問問

町
長

霧
島
く
り
の
工
業
団
地
の
有
効

活
用
に
つ
い
て

借
地
で
の
事
業
計
画
も
検
討

問町
長

一 般 質 問
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３
期
12
年
間
勤

め
る
宮
園
副
町
長

も
６
月
に
任
期
満
了
の
時
を
迎

え
る
。
半
年
後
に
予
定
さ
れ
る

次
期
副
町
長
の
選
任
に
関
す
る

基
本
的
な
考
え
は
。

あ
ら
ゆ
る
方
向

で
検
討
し
て
い
る

が
人
事
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り

現
在
の
と
こ
ろ
答
弁
で
き
ま
せ

ん
。

３
期
目
へ
の
選

任
の
同
意
を
求
め

る
議
案
審
議
に
お
い
て
、
私

は
長
年
の
組
織
人
と
し
て
の
経

験
か
ら
組
織
の
大
原
則
で
あ
る

「
組
織
を
健
全
な
状
態
で
維
持

す
る
に
は
特
定
の
上
司
・
部
下

の
関
係
を
長
期
間
継
続
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
。」
と
い
う
こ
と

の
重
要
性
を
訴
え
た
。
町
長
は

こ
の
大
原
則
を
今
ど
の
よ
う
に

理
解
し
て
い
ま
す
か
。

そ
の
原
則
の
考

え
は
理
解
し
て
い

ま
す
。

町
長
と
し
て
の

経
験
に
加
え
新
た

な
視
点
で
の
政
策
構
築
と
組
織

運
営
に
当
た
る
た
め
県
又
は
国

か
ら
の
出
向
者
を
副
町
長
に
受

け
入
れ
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長
1
任
期
4

年
間
で
副
町
長
の

仕
事
は
概
ね
理
解
で
き
た
気
が

す
る
。
部
外
か
ら
の
出
向
者
を

受
け
入
れ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

も
考
慮
し
検
討
し
た
い
。

町
が
管
理
す
る

看
板
の
現
状
と
管

理
体
制
は
。

全
部
で
８
２
５

枚
あ
り
各
課
で
管

理
し
て
い
ま
す
。

看
板
の
撤
去
等

に
関
す
る
基
準
は
。

基
準
は
な
く
撤

去
が
必
要
な
も
の

は
随
時
撤
去
し
て
い
る
が
管
理

の
た
め
の
基
準
は
必
要
と
考
え

ま
す
。

役
目
を
終
え
た

看
板
を
放
置
し
て

い
る
例
は
な
い
か
。

役
目
を
終
え
た

看
板
で
撤
去
可
能

な
も
の
は
撤
去
し
て
い
ま
す
。

国
道
沿
い
に
3

か
所
「
祝
完
工
」

の
帽
子
を
か
ぶ
せ
た
「
水
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り　

阿
波
井
堰　

阿
波
狭
窄
部
の
早
期
改
修
」
の

看
板
が
設
置
し
て
あ
る
。「
い

つ
ま
で
お
い
て
お
く
の
か
？
」

「
な
ぜ
撤
去
し
な
い
の
か
？
」

と
い
う
町
民
の
意
見
も
少
な
く

な
い
。
早
急
に
撤
去
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

こ
の
看
板
は
え

び
の
市
と
共
同
で

作
成
し
た
看
板
で
あ
り
、
え
び

の
市
と
共
通
す
る
「
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
」
等
に
関
す
る
も

の
に
書
き
換
え
る
計
画
で
す
。

本
格
的
な
収
穫

期
を
迎
え
る
ア
ー

モ
ン
ド
の
加
工
工
場
の
準
備
状

況
は
。

来
年
1
月
に
は

生
産
者
に
よ
る
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、
来
年
度
は

集
落
企
業
組
合
の
設
立
と
ア
ー

モ
ン
ド
の
殻
剥
き
機
等
の
導
入

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

集
落
企
業
組
合

の
加
工
工
場
設
置

に
関
す
る
経
費
は
誰
が
出
資
す

る
の
か
。

総
額
約
２
８
０

０
万
円
を
予
定
し

て
お
り
県
の
80
パ
ー
セ
ン
ト
補

助
事
業
で
残
余
は
町
の
補
助
金

を
充
て
る
予
定
で
あ
る
が
、
集

落
企
業
組
合
へ
の
役
員
派
遣
等

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
ー
モ
ン
ド
農

業
振
興
に
対
す
る

町
長
の
決
意
は
。

国
内
消
費
の
全

部
を
湧
水
町
産

ア
ー
モ
ン
ド
に
し
た
い
。「
農

家
所
得
の
向
上
を
図
る
。」
と

い
う
事
業
目
的
達
成
の
た
め
加

工
工
場
の
整
備
と
圃
場
の
拡
大

に
努
め
た
い
。子

育
て
世
代
へ
の

優
良
宅
地
分
譲
事
業

に
関
す
る
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

計
画
予
定
地
に
必

要
な
幹
線
道
路
町
道

堀
ノ
原
・
永
山
線
の
整
備
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
進
捗
を
図
り

た
い
。

「
道
路
整
備
を

先
行
さ
せ
る
。」
と

言
っ
て
い
る
が
何
時
始
め
て
何

時
完
了
す
る
予
定
か
。

令
和
4
年
度
の
事

業
で
実
施
す
る
考
え

で
す
。

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問

問 問

問

問

問

問

中村　和博 議員
次期副町長の選任に関する基本的な考えは

あらゆる方向で検討し
ている

町
長

町
長

町
長

町
長

問 町
長

問

町
が
設
置
し
た
看
板
の

適
正
管
理
に
つ
い
て

ア
ー
モ
ン
ド
加
工
工
場

の
準
備
状
況
に
つ
い
て

町
長

問

一 般 質 問

問

優
良
宅
地
分
譲
に
関
す

る
計
画
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

町
長

問 町
長
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霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
連
絡
協
議
会
を

辞
退
し
た
経
緯
は
。

平
成
21
年
に
霧
島

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

が
示
さ
れ
、
認
定
に
求
め
ら
れ

る
条
件
と
し
て
、
時
間
と
労
力
、

財
源
と
い
っ
た
大
き
な
負
担
が

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
リ
ス
ク

が
大
き
く
負
担
は
困
難
で
あ
る

と
し
て
脱
退
し
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。

本
町
も
再
加
入
し

て
、
霧
島
山
を
ふ
る

さ
と
の
山
と
捉
え
、
5
市
2
町

の
自
治
体
が
お
互
い
に
知
恵
を

出
し
合
い
、
協
働
す
る
こ
と
よ

り
、
地
域
活
性
化
を
図
ろ
う
と

す
る
考
え
は
な
い
か
。

本
町
に
お
い
て

は
、
名
水
百
選
の
丸

池
、
霧
島
ア
ー
ト
の
森
、
栗
野

岳
八
幡
大
地
獄
、
疎
水
百
選
の

つ
つ
は
の
疎
水
や
、
魚
野
か
ら

の
雲
海
な
ど
湧
水
町
に
は
、
自

然
豊
か
な
景
観
が
あ
り
、
地
場

で
育
て
た
食
材
で
の
商
品
開
発

な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
や
ジ
オ

パ
ー
ク
の
旅
な
ど
で
本
町
の
魅

力
を
発
信
で
き
る
も
の
は
多
く

あ
る
と
考
え
ま
す
。
再
加
入
す

る
こ
と
で
、
加
盟
自
治
体
と
の

協
働
と
、
連
携
に
よ
り
活
性
化

は
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク

エ
リ
ア
に
あ
る
栗
野

岳
周
辺
の
地
熱
発
電
・
地
域
活

性
化
事
業
の
取
り
組
み
は
。

事
業
者
が
県
か
ら

温
泉
掘
削
の
許
可
を

受
け
て
今
後
掘
削
を
行
う
予
定

で
す
。そ
の
掘
削
の
状
況
に
よ
っ

て
事
業
実
施
の
有
無
が
判
断
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
活
性
化
事
業
は
、
宿
泊
施

設
や
観
光
施
設
、
農
業
施
設
な

ど
を
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
雇

用
創
出
や
本
町
の
経
済
の
活
性

化
が
図
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

霧
島
ジ
オ
パ
ー

ク
エ
リ
ア
に
あ
る

県
道
１
０
３
号
線
未
供
用
区
間

の
整
備
促
進
に
つ
い
て
。

県
道
1
0
3
号

線
未
供
用
区
間
3
．

6
㎞
（
鹿
児
島
県
側
（
湧
水
町
）

0
．
5
㎞
、
宮
崎
県
側
（
え
び

の
市
）
３
．
１
㎞
）
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
鹿
児
島
県
、
宮
崎

県
と
連
携
し
、
協
議
を
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
有
財
産
の
管
理

台
帳
の
整
備
に
つ
い

て
。

公
有
財
産
台
帳
に

つ
い
て
は
、
公
有
財

産
管
理
規
則
に
基
づ
き
整
備
し

て
お
り
ま
す
。町

有
直
営
林
及
び

分
収
林
の
経
営
・
管

理
の
在
り
方
つ
い
て
。

町
有
直
営
林
約

３
９
５ 

ha
、
分
収
林

約
2
4
0 

ha
に
つ
い
て
は
、
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
中
心
と
し
た
人

工
林
に
係
る
造
林
・
保
育
・
間

伐
等
の
森
林
施
業
を
北
姶
良
森

林
組
合
と
連
携
し
な
が
ら
、
適

正
な
維
持
管
理
に
努
め
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
間
伐
等

の
保
育
作
業
を
中
心
と
し
た
管

理
を
し
て
い
た
が
、
今
後
森
林

資
源
は
本
格
的
な
主
伐
期
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
豊
富
な
森

林
資
源
を
「
伐
っ
て
、
植
え
て
、

育
て
る
」
と
い
う
形
で
の
循
環

利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
森
林

環
境
贈
与
税
の
財
源
を
活
用
し

な
が
ら
、
主
伐
及
び
再
造
林
と

い
っ
た
森
林
の
持
つ
多
面
的
機

能
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

道
路
の
管
理
・
未

登
記
道
路
の
現
状
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

未
登
記
道
路
に

つ
い
て
は
、
昭
和

61
年
度
以
降
町
道
9
筆
、
農
道

3
0
6
筆
、
林
道
1
5
3
筆

の
未
登
記
箇
所
が
あ
り
、
相
続

な
ど
の
手
続
き
が
可
能
な
箇
所

か
ら
年
次
的
に
処
理
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
60
年

度
以
前
に
改
良
工
事
等
に
よ
り

整
備
し
た
道
路
に
つ
い
て
は
、

把
握
し
て
い
な
い
未
登
記
箇
所

が
、
多
数
あ
り
、
未
登
記
案
件

が
判
明
し
た
時
点
で
随
時
対
応

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

吉永　義和 議員
霧島ジオパークの取り組みと今後の方針について

町
長

町
長 問

問

問

再加入することで加盟自治体との協
働と連携により活性化が図られる

町
長

問

問

公
有
財
産
の
管
理
に
つ
い
て

公
有
財
産
管
理
規
則
に
基
づ
き
整
備

町
長

町
長

町
長

一 般 質 問

問町
長

※「霧島山」をふるさとの山と捉える自
治体（霧島市，曽於市，都城市，小林市，
えびの市，高原町及び湧水町）が連携し，
環境，観光，防災などに関わる様々な
施策を講じる「環霧島会議」が設置され，
その環霧島会議において，霧島ジオパー
ク推進連絡協議会が設立されました。ジ
オパークとは，「地球・大地（ジオ）」と「公
園（パーク）」とを組み合わせた言葉で

「大地の公園」を意味します。

問町
長
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観
光
振
興
の
目

玉
政
策
は
何
か
。

水
を
生
か
し
た

観
光
地
づ
く
り
と
、

温
泉
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
を
生
か

し
た
交
流
人
口
に
よ
る
経
済
効

果
を
含
め
た
観
光
の
振
興
。
彫

刻
作
品
や
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

作
品
が
点
在
す
る
町
並
み
な
ど
、

霧
島
ア
ー
ト
の
森
を
拠
点
と
し

た
芸
術
に
触
れ
親
し
む
観
光
地

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
今
後
完
成
予
定

で
あ
る
栗
野
岳
八
幡
大
地
獄
の

整
備
に
伴
い
、
栗
野
岳
周
辺
を

核
と
し
た
滞
在
型
・
体
験
型
の

観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

観
光
施
設
に
つ
い

て
、
訪
れ
た
人
々
が

安
全
且
つ
快
適
に
利
用
で
き
、

「
ま
た
訪
れ
た
い
」
と
交
流
人

口
、
滞
留
時
間
の
増
加
に
繋
が

る
維
持
管
理
が
必
要
と
思
う
が
、

次
の
施
設
に
つ
い
て
考
え
を
伺

う
。

①
栗
野
岳
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

村
周
辺

日
本
一
の
枕
木
階
段
が
、
経

年
劣
化
等
に
よ
り
傷
ん
で
い
る
。

栗
野
岳
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村

も
同
様
に
、
早
急
な
補
修
又
は

根
本
的
な
枕
木
の
見
直
し
も
必

要
で
は
な
い
か
。
ド
ウ
ダ
ン
ツ

ツ
ジ
は
、
春
に
は
綺
麗
な
花
が

咲
き
、
訪
れ
た
人
々
の
目
を
楽

し
ま
せ
ら
れ
る
よ
う
適
切
な
管

理
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
丸
池
公
園
の
芝
桜
に
つ
い
て

芝
桜
が
根
付
か
な
い
よ
う
で

あ
る
。
以
前
の
よ
う
に
斜
面
に

段
を
切
り
ツ
ツ
ジ
に
戻
す
、
又

は
、
改
め
て
芝
桜
を
植
栽
す
る

こ
と
が
生
育
及
び
管
理
上
も
良

い
と
思
わ
れ
る
が
そ
の
よ
う
な

考
え
は
な
い
か
。

年
次
的
に
改
修
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

根
本
的
な
見
直
し
と
な
る
と
多

額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら

国
・
県
の
補
助
事
業
の
活
用
を

調
査
し
て
お
り
ま
す
。
ド
ウ
ダ

ン
ツ
ツ
ジ
に
つ
い
て
も
、
来
年

度
は
委
託
業
者
の
選
定
を
見
直

し
適
切
な
管
理
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
丸
池
公
園
の
芝
桜
植
栽

地
に
つ
い
て
は
、
毎
年
補
植
を

行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
今
後

も
継
続
的
な
管
理
に
努
め
、
丸

池
公
園
に
ふ
さ
わ
し
く
管
理
が

容
易
な
植
物
も
検
討
し
ま
す
。

ア
ー
モ
ン
ド
の

丘
の
生
育
が
芳
し

く
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

圃
場
改
良
か
ら
見
直
す
考
え
は

な
い
か
。
併
せ
て
、
販
路
開
拓

を
行
い
、
収
益
事
業
と
し
て
の

具
体
的
な
計
画
は
な
い
か
。

土
質
の
状
況
や
風

害
・
獣
害
等
に
よ
り

生
育
が
思
わ
し
く
な
い
状
況
で

す
。
今
後
も
継
続
的
な
管
理
に

努
め
、
圃
場
改
良
も
検
討
し
て

参
り
ま
す
。
販
路
開
拓
や
収
益

事
業
に
つ
い
て
は
、 

ア
ー
モ
ン

ド
振
興
事
業
推
進
室
を
中
心
と

し
て
地
域
経
済
活
性
化
対
策
事

業
・
地
域
拠
点
施
設
整
備
対
策

事
業
を
活
用
し
早
急
に
整
備
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

霧
島
連
山
の
最

初
の
活
火
山
で
あ

る
栗
野
岳
を
有
し
て
お
り
、
広

域
的
な
観
光
の
推
進
や
霧
島
連

山
の
保
全
な
ど
関
係
市
町
と
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る

が
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
参
画

す
る
考
え
は
な
い
か
。

栗
野
岳
周
辺
、
及

び
霧
島
連
山
は
学
術

的
に
も
貴
重
な
場
所
で
も
あ
り
、

関
係
市
町
と
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
霧
島
ジ
オ

パ
ー
ク
へ
の
再
加
入
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

き
め
細
か
な
観

光
行
政
を
行
い
、

広
く
「
ま
ち
」
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る

た
め
に
も
単
独
の
課
を
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

課
の
分
掌
事
務
の

う
ち
、
必
要
な
部
分

を
整
理
す
る
中
で
、
必
要
な
場

合
は
検
討
い
た
し
ま
す
。

問

問

田原　寛文 議員
観光振興について

栗野岳周辺を核とした滞在型・
体験型の観光振興に取り組む

町
長

町
長

問

町
長

町
長

一 般 質 問

問

町
長

町
長 問
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基
本
方
針
策
定
に

至
る
ま
で
の
経
緯
に

つ
い
て
伺
う
。第

３
回
定
例
会
に
、

補
正
予
算
を
計
上
し

可
決
い
た
だ
き
ま
し
た
町
有
地

売
払
収
入
の
関
係
で
、
議
会
よ

り
ご
指
摘
い
た
だ
き
、
策
定
に

至
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

普
通
財
産
の
処
分

に
つ
い
て
判
断
基
準

を
設
け
て
い
る
か
伺
う
。

具
体
的
な
判
断
基

準
は
設
け
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
第
３
回
定
例
会
で

の
町
有
地
売
払
収
入
の
関
係
も

あ
り
、
湧
水
町
普
通
財
産
の
処

分
に
関
す
る
方
針
及
び
湧
水
町

普
通
財
産
処
分
事
務
取
扱
要
綱

を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

第
３
回
定
例
会

に
お
い
て
可
決
さ

れ
た
「
財
産
売
払
い
」
は
「
透

明
性
の
あ
る
活
用
や
処
分
」
に

該
当
す
る
か
。定

住
促
進
や
人
口

増
加
が
図
ら
れ
、
将

来
の
湧
水
町
の
発
展
に
繋
が
る

案
件
と
考
え
、
総
合
的
に
判
断

し
売
払
っ
た
も
の
で
、
法
令
に

基
づ
き
透
明
性
の
あ
る
活
用
や

処
分
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
が
、

道
義
的
に
不
要
財
産
調
査
会

へ
の
諮
問
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、

更
に
透
明
性
が
深
ま
っ
た
と
は

感
じ
て
お
り
ま
す
。

第
３
回
定
例
会
で

の
答
弁
で
「
不
要
財

産
調
査
会
の
開
催
案
件
を
見
直

し
、
議
会
、
町
民
に
丁
寧
に
説

明
す
る
」
と
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
の
対
応
と
「
自
分
を
戒
め
な

け
れ
ば
い
け
な
い
」
発
言
の
真

意
は
。

湧
水
町
普
通
財
産

の
処
分
に
関
す
る
方

針
を
策
定
し
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
表
し
ま
し
た
。「
自
分

を
戒
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

発
言
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会

本
会
議
に
お
き
ま
し
て
、
多
く

の
ご
指
摘
を
受
け
、
提
案
し
ま

し
た
議
案
が
ご
理
解
を
得
る
こ

と
が
で
き
ず
に
否
決
さ
れ
、
違

法
性
が
あ
り
、
町
民
の
大
き
な

不
利
益
を
被
る
こ
と
に
な
れ
ば

と
感
じ
発
言
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

組
織
再
編
を
な
さ

れ
た
が
、
そ
の
目
的

は
何
か
伺
う
。

関
連
の
あ
る
業
務

を
ま
と
め
る
こ
と
に

よ
り
、
行
政
事
務
の
効
率
化
と

質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
再
編

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

再
編
後
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

メ
リ
ッ
ト
は
、
21

課
（
局
）
の
組
織
を

15
課
（
局
）
に
集
約
し
、
１
課

当
た
り
の
職
員
数
が
増
え
、
機

動
力
の
向
上
や
、
係
間
同
士
の

連
携
体
制
の
強
化
、
行
政
事
務

の
効
率
化
が
図
ら
れ
た
こ
と

と
、
再
編
後
の
職
員
の
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
で
、
ス
ト
レ
ス
度

合
い
が
全
体
的
に
改
善
さ
れ
て

い
る
結
果
か
ら
み
て
も
、
組
織

再
編
に
よ
る
一
定
の
効
果
が
表

れ
た
も
の
と
思
慮
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
管
理
職
を
削
減
し
た
こ

と
は
、
人
件
費
の
抑
制
に
も
繋

が
っ
て
お
り
ま
す
。
デ
メ
リ
ッ

ト
は
、
課
の
規
模
が
大
き
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
必
然
的

に
課
の
分
掌
事
務
が
増
加
し
、

管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
増

加
し
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

事
務
分
掌
を
多
く

か
か
え
て
い
る
課
が

あ
る
が
、
分
割
す
る
考
え
は
な

い
か
。

業
務
の
平
準
化
を

図
る
た
め
に
も
、
課

の
分
掌
事
務
の
う
ち
、
必
要
な

部
分
に
つ
い
て
は
整
理
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
定
住
」、「
観
光
」

を
重
点
施
策
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
独
立
課
と
し

て
立
ち
上
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

本
町
に
定
住
し
て

頂
く
た
め
の
プ
ロ
セ

ス
を
具
現
化
し
、
観
光
と
移
住

定
住
を
一
体
的
に
取
り
組
む
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
人
口

減
少
が
進
む
本
町
に
と
っ
て
、

重
要
な
施
策
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
ら
の
施
策
に
即
応
で

き
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、

課
の
分
掌
事
務
の
う
ち
、
必
要

な
部
分
を
整
理
す
る
中
で
、
必

要
な
場
合
は
検
討
い
た
し
ま
す
。

久留須　修 議員
普通財産の処分について判断基準を設けているか

町
長

町
長

問

問

具体的には設けていませんで
した

町
長

問

町
長

町
長

問

一 般 質 問

町
長

問
行
政
組
織
機
構
に
つ
い
て

問

町
長

問町
長問町

長

議会だより　ゆうすい　No.6911



議
会

だ
よ

り
 ゆ

う
す

い
  No.69

令
和

4年
2月

15日
発

行

発
行

責
任

者
　

湧
水

町
議

会
 議

長
　

仮
屋

　
良

二
編

　
　

集
　

議
会

広
報

編
集

特
別

委
員

会
〒

899－
6192

鹿
児

島
県

姶
良

郡
湧

水
町

中
津

川
603（

吉
松

庁
舎

内
）

TEL 0995-75-2111  FAX0995-75-2456

新春初日の出参拝会
幸田，轟両地区では，毎年元旦

に陣ノ岡山頂から広大な霧島連山
に出現する，初日の出に新年を祝っ

て参拝する「新春初日の出参拝会」が 30 年以上継承され
ております。これは，幸田小ＰＴＡと轟小ＰＴＡが主となっ
て，毎年交互に薪や祝い酒（今年はコロナで酒なし）など
を準備して，町民や帰省客をもてなし新年の門出を祝うこ
ととしており，今回は幸田小ＰＴＡの皆さんが準備に励ん
でおられました。

元旦早朝７時１５分ごろ霧島連山高千穂峰の右側から，矛先の様なオレンジ色の光線に続
き，金色の輝かしい御天道様の出現と同時に参加者全員の参拝・祈願と万歳三唱の歓喜が山
頂一面に響いていました。

　「一年の計は元旦にあり」と申しますが，まさに今年は，輝かしい晴天に恵まれ近年にな
い最高の新年初日の出となり，願い事が叶う素晴らしい年になりそうです。

皆さんも陣ノ岡から新春初日の出参拝をしてみてはどうでしょうか。
（小川　忍）

地域だより

　
一
時
は
収
束
の
兆
し

の
あ
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
年

が
明
け
感
染
者
の
人
数

も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
感
染

症
対
策
を
徹
底
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
四
月
の
選
挙
を
経
て
新

し
い
顔
ぶ
れ
と
な
り
ま
し
た
湧
水
町

議
会
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
限
ら
ず
、
農
業
・
商
工

業
・
教
育
・
福
祉
な
ど
様
々
な
問
題
に

つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
も
町
民
の
皆
様
が
議
員
一
人

一
人
に
寄
せ
ら
れ
た
期
待
に
応
え
て

い
け
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
へ
の
ご
意
見
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
成
相
　
大
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委  

員  

長 　
田
原　

寛
文

　

副
委
員
長 　
成
相　
　

大

委
　
　
員 　
宗　
　

照
夫

同    　
小
川　
　

忍

　
　
　
　

同    　
中
村　

和
博

　

同    　
橋
元　

義
嗣

編後
集記

傍聴にお越しください。
 次の定例会は３月上旬開催予定です。

令和４年第１回定例会（３月議会）から本会議の様子を
　　　　　　　YouTube（ユーチューブ）で視聴することができます。

～視聴方法～
　YouTube（ユーチューブ）サイトにて「湧水町議会」で検索すると，動画が表示さ
れますので選択してご覧ください。
　インターネットによるライブ中継以外に，役場ロビーに設置のテレビでも視聴する
ことができます。

「開かれた議会」づくりとして，議会中継を配信します！

湧水町議会
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